ヒ — 夕—の巧いかた质颁參爾砸 



1む銷にな料を入れ、トッププレートの中典に置く 
巧哑源を入れる 

巧頭切/入キーを巧1巧間押します P 
巧藍ランプが点むしまず。 


少■の油を入れて予謀する場合は、义力を 
聞めにするなど、加熟し遇ぎないぶうご注意 
<ださい。 

参;巧の溫巧が急激こ上びり、征び発火すること方巧りまず。 

鍋底の薄いちの、韶底がそっているフライパ 
ンや鍋は、強火です熱すると赤熱ずる傷含 
がお0まず。 


操作のしかた 



1 团 キーを 押ず 

鲁的 I 巧間巧します。 

•火力 「7 J で通西を開始します。 
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OB 

参巧すことにリ 


キーで乂力を調節し、調理ずる 


二に火力表おランフが销巧または点打します。 

ぉ韵理タイマーをごを巧になるとさは.このときに設定し 
まず。巧いかたは11ページをを照して < たさい。 


する 

ます 师何)瓦^凹巧 

:設定し [ ~ 

W 下げ L 


ぶ力を上げる 


3調理び終わった5 ^キ-を押ず 

着トップブレートび局温の巧台は乂力表示ランプがをて扁巧し、 

巧旧寸巧ち干な I ホ寸 

♦旌窜驟沾か日の1時間で切 D 忘れが止機能び掛を通巧を巧止 
します。ただし.調理タイマー煩用中は切り忘れお止お能は働 
きません。 




义力の目ま 


火力びなすぎると巧巧がおおにこびりついた0、席をむらの 
原因にな0ます。 

火力の目巧ををちにして.找細こ合わせて闽節してくださレ。 


、〜、 乂力 

メニユー 、、、 

とろ次 

窗乂 


1 

La 

3 
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100W 
巧 3 


500W 

7D0W 

A ンブステ-牛 





五目チヤ -M ン 


■ 


r - 

一 

ス /( ゲティのミ-トソ-ス 




地^ 

ボ-クヵレ〜 

個 

1 

m 

一 


中か 


巧理ぶイント 


BUD 

モ臟巧く1 
^ ^ i 巧3 

口 

モ * 齡3 


' ’ - 水^^«^5ご恥な巧巧を巧くと5。 
…城めものに。 

Ki 〜巧 J 

… itt 巧など、巧ホげみし 、颗を ひとなな 
ちごだるとさ。 

巧 J バか 

…が巧理やクレーフなど。 あおやひと 
巧なちした巧ものを煮达むとを • 

川〜巧 J 

…方レ^ゃポタージュなどとろみのぁ 
るをのをな込むとを。 

rij 

…保温など。 


ぷ A 力の目哀は、当社別売品の货を使用した場ちでず。 

效表の火力は目安です。坦の裡類あがが巧’巧巧の*などにより馬な D まず。 
%ホ皿の材料を加巧ずるとをは•火力の呂をより弱めにしで <だごい。 


調理タイマーの使いかた 


◎この聞巧タイマーは銭時間タイマーです。 

0围理タイマーのセットでをる時閒は1巧〜60巧です。 

を漏1巧^盘慶コントロール樹壬、謁埋タイマーは使用でをません。 


ヒーター通電中に 


キーの どち百かを巧ず 


■お里の時間にセットしまず。 （10 •巧にをットした場が 
•長時間 > 讚理タイマーをご读用になるとさは、&をこぼれや、免 
げ巧さに注度しで < ださい。 
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キーから指を離ず 


•時巧をセットし、約2巧間放及ずるとプヴーが巧り.い」び点滅を補抱し* 
朝潭タイマーぴスタートします。 

•途中で班理タイマーをお际ずるとさは.ち5^度時間邸更キー 



のどち5かを巧してください。 


>セット時間を間遲えてしまったときは、6ラー度巧闽誤をキー 
( Bam のどちらかを巧しで、超めか5セットしてください。 


3調理タイマーの終了 

•狙理タイマー終了時はブザーでお知らせし、巧巧を括止しまず。 



4巧用をは^キーを巧し、電源を切る 
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揚げ物溫度コント□—ルの使いかた 瓣 


◎ご使用になるときは必ず別売の専用天ぷら鍋 （ HT — N 40)をお買いホめの上ご使用ください。 （5 ページ参照) 
指定の鍋外で、獄ブ物温度コント□ールを使用ずると発煙、発乂の原因になります。 

◎油量が少なかったり、鍋底に凹凸やそりのある場合は、油温が高くなり、発乂の原因になりまず。 



①別売の専用天ぷ5鍋に油日 OOg (5 曰 OmL ) 〜 
80 Og (880 mL ) を入れ、トツププレートの 
中央に置く 

※油量50 Og (已 50 mL ) 未満で調理したり、鍋をず5して置 
かないで<ださい。 

油温び上がり過ざたり、正し < 温度調節でさな < なり、発乂 
の原因になります。 

⑤電源を入れる 

電源切/入キーを約1秒間 
巧しまず。 

電源ランプび点灯します。 



操作のしかた wtg 



◎鳳ず物湿度コント□-ル時は、調理タイマーは使用できません。 
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キーで油温を選択し、適温になった5 
調理をはじめる 


•押すごとに設定油温び r 150」〜に00」ま 
での6段階の中から選択でさます。 

•設定油温に達すると、ブヴーび鳴り適温ラン なち油;皿を 

プび点好してお知らせします。 下わな 

※設定油温は目ちです。油の量やが料の種類により異なります。 
また、材料び入っていない場合は、やや高めの温度になります。 



3 調理が終わった5 ^キーを押す 

•トッププレートび高温の場合は油温設定ランプび全て点滅し、 
高温ミ主意表示をします。 

•通電開始から約1時間で切り忘れ防止機能び働さ通電を停止 
します。 



4 使用後は ¢1 キーを巧し、電源を切る 

♦電源を切ってを、トツフプレートの温度び約80で1；(下になるま 
で高温注意表示を続けます。 



揚げ物の設定油温の目ま 


※ネオ輯の状況に合わせて、設定油温を調節してください。 


設定ミ由温 

メニュ— 

150 

160 

170 

180 

190 

200 

調理ポイント 

天ぷ5 (野菜） 




1 1 

1 


•油は新しい油を使って<ださい。 

(揚げているとさに細かい泡びいつまでち消え 
ない油はをくなっています。） 

•油温は左表を参考にして調節してください。 

(油の置やネオ料の種類•量により異な0ます。） 

•一度に揚げる巧料の量は、油の表面積の半分程 
度び目安です。 

•ネオ料び浮さ上びり、周りの泡びかな<なったら 
出来上びりです。 

天ぷ5 (魚介類） 



1 

1 

1 1 

1 

1 


フライ 



1 

1 

I 

1 



冷凍食品 



1 

1 



ドーナツ 


1 

1 





A 警告 


0 


揚げもの調理中はそばを離れない 

別売の専用天ぷ5鍋 (HT-N40) 似外は絶巧に使わない 

別売の専用天ぷら鍋(がを使用すると温度調節機能び 

正しく働かないことびあり、乂災の原因とな0ます。 

鍋底が変おしたものは使わない 

油は已〇 Og (己 50 mL ) 未満では調理しなし、 

ミ由は已〇 Og (曰 50 mL ) 〜80 Og (880 m し）の範固で調理 
してください。鍋び違ったり油量び少ないと、油び過熱 
され発乂する恐れびあります。また油量び多すざると、 
あふれてやけどや乂災の原因になります。 


油里 50 Og 




油屋 80 Og 


炒めちの•焼さわのなど油を使ラ料理をするとさをそば 
を離れないで< ださい。また、加熱し過ぎないよラに乂 



〇 油煙びをく出た6電源を切る 
鍋はヒーターの中巧に置く 
必ず揚げ物溫度コント□ールを使用ずる 
(12 ページ参照） 


お願い 


■次のような使いかたをした場合、揚げ物鍋 
そり横知機能び働を、通電を停止する場合 
びあ0ます。 

( 1 ) 鍋底が約 2 mmliLh そっていたり、変形 
した鍋を使用した場合 

(2) 鍋底やトッフフレートに異物や巧れび 
付着している場合 

(3) 予熱中に油をまざ足した場合 

鍋やトップフレートを確認し、正しい鍋に 
取り換えたり、トッププレートをお手入れ 
してからご使用ください。 

また、 （3) の場合は、揚げ物切/入キーを 
巧して揚げ物温度コント□ールを終了し、 

ち5—度揚げ物!温度コント□ールを設定 
して < ださい。 

■油の種類によっては、油煙び出る温度び異 
な0ます。 

油の説明書をよくお読みになりご使用く 
ださい。 

■別売の専用天ぷら鍋は絶対に空だきしな 
いでください。鍋底び変形して使えなく 
なります。 

_ / 















































お手入れ 


いつまでも快適にご使用いただくためには、日頃のお手入れが大切でず。 


f 

A ま意 


|« 

>春お手入れは、必ず電源を切り、本化び冷えてか 5 巧う 

J 


♦ベンジン、シンナー、みがき粉などは使用しないでください。 

♦吸気□•排気口にかが入 S ないよう、ごミ主意ください。 

♦酸性•アルカリ性の強い洗剤（漂白剤•住宅用合成洗剤など）は、使わないでください。変色の原因になりまず。 


■絞ったふきんでよくふさとり、その後乾い 
たふさんでか5ぶをずる。 

•煮こぼれなどは、そのままにしておくとこび 
りついて取れなくなります。ご使用のたびに、 
こまめにお手入れして<ださい。故障の原 
因になります。 

■ミちれのひどいときは台所用洗剤（中性）を 
巧に直接つけてふさとり、もラー度絞った 
ふきん、弦いたふさんの順でふをとる。 

•落ちにくいミちれは別売のトップフレート専 
用クリーナーを丸めたラップにつけてふを 
とる。 （5 ぺージ参照） 


煮こぼれがこびりついてしまったときは… 


•市販のセラ5ック用スクレーバーで煮こぼ 
れの部分だけを疆く削り落としそのをよく 
ふさとる。 

※ドライバーなど先の銳いちのや目の粗い 
みびさ粉は、印刷びはび 
れたり、トッププレート 
を傷つけるので使わな 
いで < ださい。 




が気口 


トッププレー 


ップカバー•操作部 


拼気□にほこりびたまっているときは巧除機でほこりを吸い取つ 
て < ださい。 

•ほこりびたまると過熱防止機能び働きます。 


やわ5かい巧でふく。 

•トツフカバーは表面の筋に沿って横ち向にふいてください。 

違ラ方向にふ < と表面に傷びつくことびあります。 

•たねしなどの固いちのでこすると、傷びつくので使わない 
で < ださい。 

•水にめらさないでください。故障の原因になります。 

•煮こぼれやしよ5ゆなど調が料び付着した場合、そのままに 
しておくとミちれのあとび残ることびあります。ご使用のたび、 
こまめにお手入れしてください。 


※ミちれのひどいときは台所用洗剤（中性）を巧に直接つけて 
ふきとり、もう一度絞ったふきん、乾いたふきんの順でふき 
とる。 

※市販のセラミック用スクレーバーは、表面を傷つけるので 
使用しないでください。 


仕様 


型 式 

HT -14 HB 

電 源 

10 0 V (50/60 Hz 共用） 

消費電力 

1400 W (100 W 相当〜14日 0 W 7段階火力調節） 

待機時崔力 

0.05 WiU 下(電源「切」のが態)高温注意表示消好時 

コードの長さ 

1 .2 日 mm 2 Q 7 m 

差込フラグ 

125 V -15 A 

大 ささ 

幅31 0 X 奥行 370 X 高さ96 ( mm ) 

質量（重さ） 

約3.己 kg 
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こんなとをは 


♦巧障かなとおつた5、巧のことをお調べ<ださい。 


a 巧しない。 

• 巧用回路のフレーカーが切むていまなんか。 

-フラグが巧用コンたントに正し<巧し込まれていずずか。 

-巧巧切/入キーをの1秒脚佩しましたか。 

. ヒーター切/入キーを巧1秋間挪しましたか。 

• フレーカーを入むて<だ 
さい。 

-正しく巧し込んでくださし、 
•巧巧の/入キーを巧1秒間 
仰して < ださい。 

• ヒーター切/入キーを約1 
げ間抑して < ださい。 

ヒーターの义力びお<なる0 

•がめ物视巧などを巧ラと巧なおなび上び〇吕赵!のに火力をコン 
卜□ールずるお合が巧0まず。温度び下びると白動のに乂力び 
邀< なるので、 そのままごゆ用ください。 

•巧巧の W 巧（路石のつきび弱い锅•お石びつかない巧•アルミに 
お性がを化りけけた巧など）にぶっては乂力び弱くなる巧合び 
ありまずびが棋ではありまだん。 


义力巧示ランフび巧豆にお 
なし、巧 3 C 成！?後にミ餅了した。 
(か巧巧巧》能） 

•がを柏いていまずか。 

• 使えない巧を苗いていませんか。 （8 ページお照） 

-巧える a を面いてくださし、。 

义力表示ランフがまて病巧 
ずる。（巧沼ミま«巧示） 

-巧理を、トツフフレートま面の為度が巧80で iU 下になるまで乂 
力巧示ランフび点巧しまず。が昭ではあ0まだん。 （7 ページお脯） 


义力巧示ランフび1ヶづつ 
頻を〇に点巧し、約30秒 
をに消なした。 

(巧無し自動巧止な能） 

-使用中におを外していまだんか。 

• 攸用中に觀を大を<ずらしていまなんか。 

(6 ページお照） 


ffi 用途中にヒーターの通巧 
が巧止した。 

(切りちれ巧止が能） 

• 迹巧诚始からの60分経逸して•切0忘む巧止《能が®いていま 
ず，のりちむ巧止»能が®いた騎はフヴーでお巧にがしまず。 

(7 ページを照） 

. ヒーター 「 TJ がげよ〇始 
めて < ださい。 

巧用途中に巧巧になった。 

•巧巧中のヒーターは巧止し、タイマーを取0ミ肖ごのまず。 

-巧听の巧巧でを巧止しまず。 - 

-る5—®が作を?巧めから 
巧なつてください。 

视理に時問びかかる。 

巧!理のでをあび〇が进い。 

-巧おに巧巧がが巧していた0、トツフフレートが巧れていまだんか。 

• ® える掛を®用していまずか。<8ぺージ巧腑） 

• «やトツフフレートのお手 
入れをしてご巧用 < ださい。 

使用中に巧か S 音がずる。 

•おの视巧によっては宮（ジー宮）びおをずる巧合びあ0まず， 

こ ri は化力統にぶ0巧目がが板 J 力するためで異巧ではあ0ません。 

•巧の化苗をずらしたり、苗 
を00した0ずると音び止ま 
ることびお0まず。 

巧®切/入キーを r 切 J に 
しても音びずる。 

-本が巧挪の冷がのために、フアンびの1〇炒脚回っていまず。 

巧巧ではあ0ません。自が!のにフアンは止ま0まず。 



♦巧の表示が出たとさ 


表滿 

原因 

巧処方ま 

r 1 

し 1 

•巧底が巧化していた 0, 巧だきになっていまず。 

- がめ巧の巧理を巧ラと巧示ずる巧含び巧 0 まず。 

• » 巧を破巧して<ださい。 （8 ページた巧） 

- 义力を下1ブてご®用< ださい。 

1— 二 1 
しし 

- 巧用の天ぷら銷のおにの SrnmLU 上のテ 0 びあったり 
巧化していまず。 

• 巧用の天ぶら銷の巧やトッフフレートに紫物や巧む 
びが®していまず。 

-巧用の天ぷら讲 IU がの巧を使用している。 

. チが中に;曲をまざ足した。 

-そ 0 やをおびおる巧含は巧しい巧をご稱入<ださい。 

(5 ページお照） 

- お巧や巧のの « 合はお手入 n をしてご使用ください， 

(M ぺージお照） 

- 巧 用の天ぶら巧を使用して < ださし、。 

•两®、遇®48定をしてください。 

- 巧げ巧邊度コント□ールで巧滿かしなどの巧理をしている。 

. ヒーター切/入キーで勘理して<ださし、。 

HSC8 

- 吸ち□、饼巧□びふごがれていまず。 

- 吸な□.が巧口にほこ 0 びたまっていまず。 

- 吸気口 、} m 口をふさびないでくださし、 

• 吸気□、が巧口のほこ〇を妍お«で吸し、とつてくださしん 

卜 r: 

•巧の相巧び沒っています。 

- 巧の « 巧を班巧してくだごい。 （8 ページジ照） 


ご)表示び出たときは…•- 

参表示び出たとさは、ヒーター切/入キーを押してください。表示び消えます。 

再巧迸巧を巧ない、同じ表示び出たら、お質い上げの販売店にご連お<ださい。 
•ぶ•上記し U がの表示ぴでたときはお貿い上げの販売店にご狸緒ください。 




















































料理集 


■組の大きさにより一度に謂理できないときは、2〜3回に分けて調澤してくださし 



八ンバーグステーキ 


がち： 4人巧 210 kcal(i 人分) 

牛ひさ肉 • 40 日呂 
玉ね吿••"••小1间 
バター• •大さじ 1 也 
ン巧*カップ也 
牛乳，"大さじ 3 

m .1® 

場•"‘かさじも 
ナツメグ••‘み々 
ごしょう■，•か々 


下ごしらえ - -•••*•••，，， 

♦玉ねざは、みじん切りにしでお<。 

■ソースは©をちねせ、ひと煮立ちをせておく。 

作りがた . ... . 

1 フライバンをヒーターの中巧にのせ、ヒ^ターを r 乂 J 
にし、火力を rej にずる。フライバンがあたたまコた百 
バターを入れて萬かし、玉ねざを入れ5ず<をヴ<まで 
3〜4好げめ.皿に広げてさまず。 


2 ボ—ルに牛ひき肉 ■©' 3巧入れて粘りが出るまでよ < 混 
ぜ、4等がにし、形を控无る。 


うず焼を卵やクレーブなどを作るときは 


•フライバンは巧巧から忡乂 J 〜「弱次 J で熱して 
<ださし、 

■サラダミ由をホめに入れでフライ J c ンをかになじま 
せて、ま巧な巧を&さとって< だ立し、 

♦生地(用）を入れるタイミングは、ま地(卵）を善の 
ホにつけてフ3イバンに邁として、サツと半巧に 
なるくらいが目ちでず。 

■フライバンは.留をのをので，表面にフジお加工 
がしてあるをのが梗いやずいでず。 





ゆでる•煮るときのお願い 


•おをみなどで民時邸ごが巧松は、途中かき混ぜるなど 
し*面をこぽれやおげ讨をにご注意くだ立い。 

•みモ汁やカレーなど抵になおしやすいちのを品めなお 
すときは、弱化でかき思ぜなが5巧ってください。 

を強火で通かると.思に沈巧したみそやカレーのルーな 
どび舆然巧き上びった D . 現び純ね上がることがおむ， 
やけどの恐むがお0まず。 


サラヴミ由 . 大さじ2 

'トマトケチがッフ • 大さじ3 
© ウスターソース.大さじ己 
L ドミグ5スソ—ス I 大さじ7 

[つけをわせ I 
フライドがテト 
し\んばんのゾテー 
にんじんのグラッセ 


0 


3 フライバンをヒーターの中巧にのせ、乂力を r 7 j にして 
フライバンを熟し、サラダ巧を入れを巧に広げる。そこ 
に2を入打る。 

がし巧ををがついた5、ときどさフライバンを前後に輯 
ぐゆすつで A ンバーヴをかかし，約3巧巧<。 

4民いおを度がついたら巧居し、乂力を巧 JM こし、ぶたを 
して日〜6お顯し隐きにし、中まで义を通ず。 


5 器に盛り、 y - ス-つけさわせを湿える。 



スパグテイのミートソース 


巧料： 4人巧 

スパゲティ，•"•，， 3 D □宜 

语 . . . .大立じ 3 

牛ひを巧 - 30 □呂 

トマトソース *1 あ【だ 1300 居） 
オリーブオイル…大さじ！ 


宜 lOkcal り人が 


にんにく（巧切日）1片 
请•••••小さじ也 
砂招"‘小さじ伯 
こしよ弓**，が々 
バ它 U ，，•，•••か々 


⑩ 


ポークカレー 


な巧： 4人み 




•1 巧(巧に0巨) 
7已〇〜百 OOmL 
. 大さじ2 


恩巧 .* 己日〇扫 

(吕 cm ち切り） 

垣，こしよう-合が々 
にんじん…中1本 
玉ねざ •••• 中2宿 
じやげいち-中2個 


カレール 

?K - 

せラブ巧 


巧りかた 


下ごしらえ 


1銷をヒーターの中巧にのせ、ヒーターを [ AJ にし、乂 
力を rej にする。 

^缉にオリーブオイルとにんに<を入れ I き0が出るまで 
がゆた5キひき肉を加えて拽め、トマト y — スを加え© 
で味付けし、一度煮立ったら乂力を「3"こしで8〜 1 D 9 
爲つめる。 


•にんじんは乱切口にし、玉ねざはくしおに切る。 

•じゃがし1をは乱切りにして水にさ6し、水宽巧をごておぐ, 
•度知ま.庭く塩■こしよ5をする。 

作 y かた ...... 

1 巧をヒーターの中巧にのは.ヒーターを r ん J にし、乂 
力を r 7 j にずる。 


3大をめの绍にたつぶ口の水 （3 L ) を入札辑に&たをし. 

加を m で沸とうさ比塩(水■に巧して1%が目哀） 2巧にサうダ证を加えて掛し、原巧をげめ、効こにんじん. 

を加をまず。 玉ねぎ-じゃがいちを加无てがめる。 

抗1己がで補とラしまず。 


斗スバヴティを入れ、ときどさかきおだなび5、&をこぼ 
打ないぶうに乂力 rsj でゆでまず。指でつまんでちザコで 
みてお:がかし残っているく 6いにゆでる。 

巧ゆで上がった5手早くだるに上げ、水気をきって疆にをり、 
〜 2をかけ、バセ U を散5す。 


ひとくち:ち 

★スバゲティは、シコシコした度ざわ y が大切， 

たつぶ y のみを店い、ゆで上げ時間を g ぶことがポイントでず。 
♦卜でトソースホぺースにして、お好みの B を巧いま寸， 

♦が力めお西は、銷や水■じより窝な y ます。巧理のげ沉じ 
* 台わせて巧がして < ださい。 

巧とうじ商おがかかる時は、ふたをすると卓くずとうします。 


3 水を加をてふたをし、菊とうしたら义力を r 巨 J にし、た 
レール—を 加えよ<混ぜ、みたたび茹と5しにらかをお 
ぜなが力を rsj 〜 rsj に下げ、ときどさかき混ぜな 
が S お]3日〜 4 a 分煮込む。 


ひと <ち夕ち 

♦じゃがいもは巧くザれしサすいので、大きゆの乱切りに 
するか、途中か5がえるよろに寸ると良いでしょろ。 
















































料理集（つづさ) 



下ごしらえ . 

♦巧き巧と生しいたけは、巧1 cm 角に切る。 

•ねぎはあ5みじん切りに、グリーンピースはお湯をかけてお<。 

むさえぴは巧わたを取0巧をふる。 

卵は巧りほぐして塩を混ぜる。 

传 LJ かた . 

i フライパンを ヒーターの中 巧にのせ、 ヒーターを r 乂 J に 
し、义力を rej にずる。 

2ヴラダ油を入れてがし、がを入れて手早くかさ混ぜなび 
らふんわ0としたい0がを作0、取0出ず。 

3 フライパンにラード 1/2!1 を入れ、义力 rsj で巧し、水気 
をきったむきえびをさっとげめて取りだし、巧りのラードを 
入れて、ねぎ•生しいたけ•焼き巧の胤こげめて取り出ず。 

d 乂力 r 7 j でがし、ヴラダ油を入れて、ごはんをほぐしなびら 
がめ、2 • 3を力日えてさらにげめ、远後に0で巧を巧える。 

ひと < ちメち 

★ごはんは、あまりがいうちに巧めると化りが出て、パラッとれ 
上がらないので、ざるなどに应げて巧く巧巧をとばしておき 
まず。 

★フッ巧如ェのフライパンで巧めると焦げがきが少なくできま 
す， 




传リかた 


1巧料は賴げやずいよラに華備してお<。 

2 卵十冷水は小まがと同®にし、さつく0と混ぜる。 

3 別巧の巧用天ぷら巧に油を入れ、通度 r 1 80 J に投をし、 
設定逼度になった5、 S 巧•えびを償げる。 


ひと <ちメ它 

♦巧はだまが巧るぐらいにさつくりと巧るように磊せ’、化 
りを出さないようにします， 

★巧の巧面巧の1/2を目安に入れると、巧の*®が下がら 
ずカリツと揭がりまず， 

★か»巧（巧力巧）のかわりに、巧巧のてんぷら W を巧う 
とま巧じできまず。 


★巧を油巧は目巧でず，巧巧のが:巧にをわせて巧を巧*を 
供節してください， 




下ごしらえ 


•鶏もも肉は竹串で皮を刺し、 4 cm 角のそぎ切りにしてボ 
—ルに入れ、©を加えて手でもみこみ15〜30分おき、揚 
げる直前に汁気をペーパータオルで取り、片栗粉を全体に 
まぶしまず。 

•レモンは、くしおに切っておく。 

イちりかた . 

1 別売の専用天ぷら鍋に油を入れ、温度 n 7 oj に設定する。 

2 設定温度になったら鶏もも肉を入れ、とをどさ裏返しな 
が S 3 〜4分かけて揚げる。 


揚げものに使える鍋について 


•別売の専用天ぷら鍋 ( HT — N 40似州ま、絶対に使わな 
いでください。（鍋底が変おしたら使わないでください。） 
♦油は50 Og 〜80 Og で、必ず揚げ物温度コント□ール 
を使用して調理してください。 

•油煙がをく出たら電源を切つて < ださい。 



別売の専用天ぷら鍋 ( HT — N 40) IU 外 
を使用ずると、乂災の原因になります。 


油の飛び散りを少なくするために 


材料は必ず水気をふき取る 

参特にしいたけやピーマンなどは、か気び巧つでいると 
破裂することがあります。 




いかやゆで卵などは揚げすぎない 

•長時間擦げると破裂することびあります。特に、けん 
さきいか-するめいかなどはま意しでください。 

参銅の中に揚げ忘れびないか、常に確認を。 


巧や生地作りにま意 

•天ぷらの巧は固すぎないよラに。 

か分の多い巧料には、必す薄力粉を薄くまぶしでから 
巧をつけでください。 

♦ドーナツなどのを地には、ベーキングパウダーや砂糖 
を入れで揚げでください。 

•お凍貧品を揚げる場合は、食品についたがをよく落と 
しでから入れでください。 

油び飛び跳ねたり、吹きこぼれたりする場合びあります。 


特に下ごし5えの必要な材料 
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巧証と アフター ヴー ビス (必ずお読みください) 


■保証書（別添） 

保証書は、必ず「お買い上げ曰•販売店名」などの記 
入をお確かめのラえ、販売店から受け取っていただ 
さ、内容をよくお読みのあと、大切に保存して<だ 
さい。 

•保証期間はお買い上げ曰から1年です。 

※ただし、消耗部品は保証期間巧でち有料とさせて 
いたださます。 

■補修用性能部品の保有期間 

当社はこのクッキングヒーター （ IH タイプ)の補修用 
性能部品の保有期間は、製造打ち切り後6年です。 
♦補修用性能部品とは、その商品の機能を維持する 
ために必要な部品です。 

■ご不明な点や修理に関ずるご相談は 

修理に関するご相談並びにご不明な点は、お買い上 
げの販売店または別紙に相談窓□」にお問い合わせ 
<ださい。 


■修理料金の仕組み 

修理料金=技術料+部品代+出張料 


技術料 

診断、部品交換、調装、修理完了時の点憤など 
の作業にかかる費用です。技術者の人件費、巧 
術教育資、測定機器などの設備費、一般管理資 
などび含まれます。 


部品代 

修理に使用した部品代金です。その他修理にイ寸 
帯する部ネオ等を含む場合もあります。 


出張料 

製品のある場所へ技術者をが遣する場合の癸用 
です。別途な車料金をいただく場合びあります。 


■修理を依頼されるときは I 出張修理 I 

「こんなとさは」 （1 己ページ）に従って調べていただ 
を、なお異常のあるとさはご使用を中止し、専用回 
路のブレーカーを切り、お買い上げの販売店に修理 
をご依頼ください。 

•保証期間中は 

修理に際しましては保証書をご提示ください。 
保証書の規定に従って、販売店び修理させていた 
ださます。 


に連絡していただきたい内容〕 


品 名 

曰立クッキングヒーター （ IH タイプ） 

お 式 

HT -14 HB 

お買い上げ曰 

年月 曰 

故障の状況 

でさるだけ具体的に 

ご住所 

付近の目印等ち併せてお知らせ < ださい 

お名前 


電話番号 


訪問ご希望曰 



•保証期間が過ざているときは 
修理すれば使用でさる場合は、ご希望により修理 
させていたださす。 


■ご転居されるときは 

ご転居によりお買い上げの販売店のアフターヴービ 
スび受けられない場合は、前もって販売店にご相談 
<ださい。 



愛情点検 

★長年ご使用のクッキングヒ-夕-の点検を/ •説論端 4 S 誤 f ^ち i 胃の 

ク 

ご使用の際 
このようなこ 
とはありませ 
んか。 

♦スイッチを入れてちヒーターが作動しな 
いとさびある。 

•焦げくさいにおいびした 0、 運転中に異 
常な音びする。 

♦ピリビリと霉気を感じる。 

•その他の異常や故障びある。 

► 

お願い 

故障や事故防止のため、専用 
ブレーカーを切り、お買い上 
げの販売店にご連絡 < ださい。 
点検-修理についての費用な 
ど詳しいことは、販売店にご 
相談 < ださい。 


啄曰立アプライアンス株式会社 

干105—8410東京都港区西新橋 2-15—12 電話 (03)3502 —2111 



NH 215025 -01 2003 -07 ( DC . M ) 6 









































